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12-1）最終報

概 要 

団体名 

先  

ンタイトル 

ンの対象者

紙「記入上の留意

紙「記入上の留意

ランの目的

私たちの住む

伝統文化、

どもたちには

に愛着と誇り

ほしい。そこ

自立・共生・

ランの概要

魚川世界ジオ

ふるさと大和

自分の命は自

「安全に避難

「ふるさとに

「いつ、どこ

（挑戦する子

学校、保護者

待される効

児童が糸魚川

ち、防災意識

児童、保護者

きる。 

報告書  

糸魚川

０２５

大和川

※1 2，3，

意点」の１．項目

意点」の２．項目

的・ここが

むふるさと糸

産業、人財

は、ふるさと

りをもち、生

こで、保護者

・挑戦」の生

要】 

オパーク学習

和川」での生

自分で守る」

難するための

に愛着をもつ

こにいても、

子ども） 

者、地域」の

効果・ここが

川世界ジオパ

識や行動力が

者、地域が、

 

市立大和川小

－５５２－

小発！ジオパ

8，9，10

目から選択し、記

目から１つ選択

ポイント！

糸魚川市は「

財の宝庫であ

とにどっぷり

生き抜く技と

者や地域を巻

生き方を創造

習を通して「今

活は、もちろ

「みんなの命

の知識、感覚

つ」「思いやり

防災教育の

の協力体制を

がおすすめ

パークや地域

が身に付く。

防災教育の必
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小学校 

３１１５ 

パークの海

0 
対

災

記入してください

し、記入してくだ

！】 

「糸魚川世界

るとともに、

浸り、親し

希望をもっ

き込みなが

造する防災教

今も今後も、

ろんのこと、

命はみんなで

覚、判断力、

り、助け合い

学びと体験

整え、三者

め！】 

域の人々と、か

 

必要性を共有

 

記 入

と向き合う地

対象とする

災害種別※2

い。（複数選択可

ださい。 

ジオパーク」

、自然災害の

み、学び、創

て成長し、持

ら、子どもた

教育に取り組

、地域の自然

いつでも、

で守る」子ど

行動力をもつ

いの心をもつ

を生かして安

の連携を強化

かかわる学び

有することで

日 20

地域防災教育

る
2

２ 

可） 

」であり、世

のデパートで

創造し、発信

持続可能な社

たちが自然と

む。 

然や人々と共

どこでも、

どもを育成す

つ」子ども

つ」子ども（

安全に避難で

化する取組を

びを進めるこ

で、協力体制

(Ver.20

015 年 1 月 1

育 

世界に誇る自

である。次代

信しながら、

社会の実現を

との共生を目

共生する心」

防災の術を活

する。 

（自立する子

（共生する子

できる」子ど

を行う。 

ことで、郷土

制を整えるこ

100331) 

 

6 日 

自然や歴

代を担う

ふるさ

を目指し

目指した

を養う。

活用し、

子ども）

子ども） 

ども 

土愛が育

ことがで
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4 月
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3 月
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プランの年

立

月 

○「防災

プラ

 
○「防災

ザイ

 

 

 

 

 
○「防災

ザイ

  

月 
○「防災

プラ

月 

 

月 
 

  

 
○「防災

ザイ

  

報告書  

年間活動記

プランの 

立案と調整

災教育チャレ

ン」計画作成

災教育グラン

ン」作成 

災教育グラン

ン」見直し 

災教育チャレ

ン」計画の見

災教育グラン

ン」見直し 

 

記録（20

整 

レンジ

成 

○運

力依

地域

ンドデ  

○地

総

ち

 

ンドデ ○チ

中間

 

レンジ

見直し 

○「防

プラ

 

○「

活動

 

ンドデ ○「防

プラ
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14 年）

準備活動

運動会への参

依頼（市消防

域消防団）

地域防災会議

総合防災訓練

ち合わせ）

チャレンジプ

間発表資料作

防災教育チャ

ラン」中間発表

「チャレンジプ

動報告資料作成

防災教育チャ

ラン」活動報告

 

動 

参加協

防署、

○糸

○防

○児

○

○校

○異

○学

○普

○防

議（市

練の打

○火

○通

○防

○地

○市

○通

○防

○防

○防

プラン

作成 

○防

○子

 

レンジ

に参加

 

 

○津

○縦

○縦

プラン」

成 

○防

○防

○津

レンジ

に参加

 

 

実

糸魚川世界ジ

防災教育に関

児童なかよし防

「防災教育掲

校長や防災安

異学年集団(縦
学校（防災）

普通救命法講

防災教育を意

火災対応避難

通学路点検（

防災教育研修

地震体験車体

市総合防災訓練

通学路点検（

防災かべ新聞

防災マップ作

防災教育につ

防災教育研修会

子どもキャン

津波を想定し

縦割り班での

縦割り班対抗

防災マップ作

防災教育につ

津波対応の避

(Ver.20

践活動 

ジオパーク学

関する学習指

防災委員会の活

掲示板」の常

安全主任の講

縦割り班)活動

便り全戸配

講習会（地域

意識した運動

難訓練の実施

（国土交通省

修会（市内に

体験（5,6 年

練（洪水、土砂

（国土交通省

聞コンクール

作成（危険箇

ついてのアン

会（消火栓放

ンプの実施（

した避難訓練

の炊き出しの

抗防災クイズ

作成（危険箇

ついてのアン

避難訓練（屋

100331) 

 

学習：年間

指導：年間

活動：年間

設：年間

講話：年間

動：年間

付：年間

域） 
動会 

施 
省）1 回目

に還元） 

生児童）

災害想定）

）２回目

ルに参加 
箇所点検）

ンケート 

放水訓練）

（地域） 

練 
の訓練 
ズラリー 

箇所点検）

ンケート 

屋上避難）
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【実践

タイト

実施月

実施場

担当者

所要時

「コマ

プログ

カテ

活動目

達成目

実践方

（箇条

または

準備、

・人材

・道具

参加人

経費の

成果と

成果物

※3 本報

の制

※4 別紙

※5 別紙
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実践したプ

践プログラ

トル 

月日（曜日

場所 

者または講

時間または 

マ数×単位

グラムの 

テゴリ、形

目的※5 

目標 

方法・進め

条書き 

はフロー） 

使用した

材 

具、材料等 

人数 

の総額・内訳

と課題 

物 

報告書に掲載す

制限はありませ

紙「記入上の留意

紙「記入上の留意

報告書  

プランの内

ラム番号

糸魚

） 年間

大和

師 
担当
氏 
所属

時間」 
１、

式※4 
４、

１

自然

方 
○糸
○地

もの 

・地

児童

訳概要  

【成
○

を
○恵

 

するプログラム数

ん。ただし、枠線

意点」の３．項目

意点」の４．項目

 

内容と成果

： １ 】

魚川ジオパー

間 

和川地域 

当者・講師等
   名

属・役職等

、２年生５０

、１３ 

０（地域への

然に浸る学習

糸魚川世界ジ
地域の人財か

地域の講師の

童１８５名

成果】 
「糸魚川世界
を通して、児
恵みと同時に
りよく生きる

数に制限はあり

線の中に記載し

目から選択し、記

目から１つ選択
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果 

】※3 

ーク学習 

等の区分：各
： 
： 

０時間、３～

の愛着をもつ

習を通して、

ジオパークに
から学ぶ学習

の方々 

界ジオパーク
児童は地域へ
に、災害も含
るには、どう

りません。また、

し、改ページ等

記入してください

し、記入してくだ

 

各担任 

～６年生４０

つ） 

地域への愛

に浸る学習
習 

クに浸る学習
への愛着と誇
含めて学ぶこ
うしたらよい

、1 つのプログ

等は適宜挿入し

い。（複数選択可

ださい。 

０時間 

愛着をもつ。

習」「地域の人
誇りをもつこ
ことで、児童
いかを考える

ラムの記載ペー

てください。  

可） 

(Ver.20

 

人財から学ぶ
ことができた
童は、ふるさ
ることができ

ージ数、各項目

100331) 

 

ぶ学習」
た。 
さとでよ
きた。 

目の字数等
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【実践

タイト

実施月

実施場

担当者

所要時

「コマ

プログ

カテ

活動目

達成目

実践方

（箇条

または

準備、

・人材

・道具

参加人

経費の

成果と

成果物

※3 本報

の制

※4 別紙

※5 別紙

12-1）最終報

践プログラ

トル 

月日（曜日

場所 

者または講

時間または 

マ数×単位

グラムの 

テゴリ、形

目的※5 

目標 

方法・進め

条書き 

はフロー） 

使用した

材 

具、材料等 

人数 

の総額・内訳

と課題 

物 

報告書に掲載す

制限はありませ

紙「記入上の留意

紙「記入上の留意

報告書  

ラム番号

防災

） ５月

大和

師 
担当
氏 
所属

時間」 
１

式※4 
１ 

８ 

児童

方 ○児
○防
○市
○大

もの 
・学
・市
・地

約

訳概要  

【成
○児

こ
○市
 
 

 

するプログラム数

ん。ただし、枠線

意点」の３．項目

意点」の４．項目

 

： ２ 】

災教育を意識

月２４日（土

和川小学校グ

当者・講師等
   名

属・役職等

日 

童、保護者、

児童、保護者
防災の要素を
市消防署員に
大和川地域消

学校：バケツ
市消防署：は
地域消防団

５００人 

成果】 
児童、保護者
ことができた
市消防署や地

数に制限はあり

線の中に記載し

目から選択し、記

目から１つ選択
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】※3 

識した「運動

土） 

グラウンド

等の区分：糸
： 
： 

、地域住民の

者、地域住民
を取り入れた
による高所救
消防団による

ツ、水、ペッ
はしご車など
：消防車など

者、地域住民
た。 
地域消防団の

りません。また、

し、改ページ等

記入してください

し、記入してくだ

 

動会」 

糸魚川市消防

の三者が一堂

民によるバケ
た競技種目の
救助訓練の披
る規律訓練披

ットボトルな
ど 
ど 

民の三者が一

の防災への取

、1 つのプログ

等は適宜挿入し

い。（複数選択可

ださい。 

防署、大和川

堂に会し、防

ケツリレーの
の実施 
披露 
披露 

など 

一堂に会し、

取組を知るこ

ラムの記載ペー

てください。  

可） 

(Ver.20

川地域消防団

防災意識を高

の実施 

防災意識を

ことができた

ージ数、各項目

100331) 

 

団 

高める。

を高める

た。 

目の字数等



（様式 1

【実践

タイト

実施月

実施場

担当者

所要時

「コマ

プログ

カテ

活動目

達成目

実践方

（箇条

または

準備、

・人材

・道具

参加人

経費の

成果と

成果物

※3 本報

の制

※4 別紙

※5 別紙
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践プログラ

トル 

月日（曜日

場所 

者または講

時間または 

マ数×単位

グラムの 

テゴリ、形

目的※5 

目標 

方法・進め

条書き 

はフロー） 

使用した

材 

具、材料等 

人数 

の総額・内訳

と課題 

物 

報告書に掲載す

制限はありませ

紙「記入上の留意

紙「記入上の留意

報告書  

ラム番号

地域

） ６月

大和

師 担当

時間」 
２時

式※4 
２ 

３ 

 
○学

 

方 ○糸
方

○子
共

もの 
・地
・事

大和

訳概要  

【成
○糸

た
○学
○地

る

 

するプログラム数

ん。ただし、枠線

意点」の３．項目

意点」の４．項目

 

： ３ 】

域防災会議

月２６日（木

和川小学校

当者・講師等

時間 

学校の防災に
（１）糸魚川
（２）地域に

糸魚川市総合
方法の情報交
子どもたちの
共有化を図る

地区ごとの児
事後アンケー

和川振興協議

成果】 
糸魚川市総合
た。当日まで
学校が、「地
地域ごとの防
ることができ

数に制限はあり

線の中に記載し

目から選択し、記

目から１つ選択
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】※3 

木） 

等の区分：学

について、地
川市総合防災
における子ど

合防災訓練
交換を行い、
の安全・防災
る。 

児童名簿（安
ート用紙 

議会 約１０

合防災訓練に
での見通しを

地域ごとの防
防災への取組
きた。 

りません。また、

し、改ページ等

記入してください

し、記入してくだ

 

学校職員 

地域との情報
災訓練の準備
どもたちの安

（洪水、土砂
共有化を図

災について、

安否確認用）

０名 

に向けて、準
をもつことが

防災対応」を把
組を、全地域

、1 つのプログ

等は適宜挿入し

い。（複数選択可

ださい。 

報の共有化を
備をする。 
安全・防災の

砂災害）にお
図る。 
学校と地域で

 

準備状況を確
ができた。 
把握すること
域、学校、Ｐ

ラムの記載ペー

てください。  

可） 

(Ver.20

を図る。 

の現状をつか

おける各地域

で情報交換を

確認すること

とができた。
ＰＴＡで共通

ージ数、各項目

100331) 

 

かむ。 

域の避難

を行い、

とができ

 
通理解す

目の字数等
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【実践

タイト

実施月

実施場

担当者

所要時

「コマ

プログ

カテ

活動目

達成目

実践方

（箇条

または

準備、

・人材

・道具

参加人

経費の

成果と

成果物

※3 本報

の制

※4 別紙

※5 別紙
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践プログラ

トル 

月日（曜日

場所 

者または講

時間または 

マ数×単位

グラムの 

テゴリ、形

目的※5 

目標 

方法・進め

条書き 

はフロー） 

使用した

材 

具、材料等 

人数 

の総額・内訳

と課題 

物 

報告書に掲載す

制限はありませ

紙「記入上の留意

紙「記入上の留意

報告書  

ラム番号

糸魚

） ７月

大和

師 
担当
氏 
所属

時間」 
半

式※4 
１、

４ 

自宅

方 ○市
○第
○第
○市

もの ・調
・地
・事
・ア

１地

訳概要  

【成
○
○家
○学
 

 

するプログラム数

ん。ただし、枠線

意点」の３．項目

意点」の４．項目

 

： ４ 】

魚川市総合防

月５日（土）

和川地域の四

当者・講師等
   名

属・役職等

日 

、１６ 

宅や町内滞在

市内一斉に、
第１避難場所
第２避難場所
市職員、市消

調査（参加児
地区ごとの児
事後アンケー
アンケート結

地区あたり約

成果】 
自宅や町内滞
家族や地域住
学校、家庭、

数に制限はあり

線の中に記載し

目から選択し、記

目から１つ選択
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】※3 

防災訓練（洪

 

四箇所 

等の区分：糸
： 
： 

在時に、安全

、サイレン警
所へ避難する
所へ避難する
消防署職員、

児童を事前に
児童名簿（安
ート用紙 
結果集約 

約５００人

滞在時の、避
住民と一緒に
、地域の防災

りません。また、

し、改ページ等

記入してください

し、記入してくだ

 

洪水、土砂災

糸魚川市役所

全に避難する

警報、緊急放
る。 
る。 

地域代表者

に確認） 
安否確認用）

避難場所や避
に協力して避
災意識が高ま

、1 つのプログ

等は適宜挿入し

い。（複数選択可

ださい。 

災害対応）に

所、糸魚川市

ることができ

放送 

者の話 

 

避難経路が分
避難すること
まった。 

ラムの記載ペー

てください。  

可） 

(Ver.20

に参加 

市消防署 

きる。 

分かった。 
とができた。

ージ数、各項目

100331) 

 

 

目の字数等



（様式 1

【実践

タイト

実施月

実施場

担当者

所要時

「コマ

プログ

カテ

活動目

達成目

実践方

（箇条

または

準備、

・人材

・道具

参加人

経費の

成果と

成果物

※3 本報

の制

※4 別紙

※5 別紙

12-1）最終報

践プログラ

トル 

月日（曜日

場所 

者または講

時間または 

マ数×単位

グラムの 

テゴリ、形

目的※5 

目標 

方法・進め

条書き 

はフロー） 

使用した

材 

具、材料等 

人数 

の総額・内訳

と課題 

物 

報告書に掲載す

制限はありませ

紙「記入上の留意

紙「記入上の留意

報告書  

ラム番号

防災

） ８月

大和

師 
担当
氏 
所属

時間」 
２時

式※4 
２ 

６ 

○学
○校

方 
○糸
○消

もの 
・配
・消

約

訳概要  

【成
○教

が
○教
 
 

 

するプログラム数

ん。ただし、枠線

意点」の３．項目

意点」の４．項目

 

： ５ 】

災教育研修会

月２２日（金

和川小学校

当者・講師等
   名

属・役職等

時間 

学校における
校内に設置さ

糸魚川市消防
消火栓放水訓

配付資料 
消火栓 

１５名 

成果】 
教職員が、「
ができた。
教職員が、「

数に制限はあり

線の中に記載し

目から選択し、記

目から１つ選択

7/17 

】※3 

会 

金） 

等の区分：糸
： 
： 

る防災教育の
されている消

防署員の講話
訓練 

学校におけ

「消火栓の使

りません。また、

し、改ページ等

記入してください

し、記入してくだ

 

糸魚川市消防

の進め方につ
消火栓の使い

話 

る防災教育の

使い方」を知

、1 つのプログ

等は適宜挿入し

い。（複数選択可

ださい。 

防署員 

ついて考える
い方を知る。

の進め方」に

ることができ

ラムの記載ペー

てください。  

可） 

(Ver.20

る。 
 

について考え

きた。 

ージ数、各項目

100331) 

 

えること

目の字数等



（様式 1

【実践

タイト

実施月

実施場

担当者

所要時

「コマ

プログ

カテ

活動目

達成目

実践方

（箇条

または

準備、

・人材

・道具

参加人

経費の

成果と

成果物

※3 本報

の制

※4 別紙

※5 別紙

12-1）最終報

践プログラ

トル 

月日（曜日

場所 

者または講

時間または 

マ数×単位

グラムの 

テゴリ、形

目的※5 

目標 

方法・進め

条書き 

はフロー） 

使用した

材 

具、材料等 

人数 

の総額・内訳

と課題 

物 

報告書に掲載す

制限はありませ

紙「記入上の留意

紙「記入上の留意

報告書  

ラム番号

国土

） ６月

大和

師 
担当
  
  

時間」 
１時

式※4 
１ 

８ 

○通
○通

方 
○通
○下

もの 

・帽

約

訳概要  

【成
○児
○通

を
 
 

 

するプログラム数

ん。ただし、枠線

意点」の３．項目

意点」の４．項目

 

： ６ 】

土交通省共催

月６日（金）

和川小学校校

当者・講師等
     
     

時間 

通学路におけ
通学路点検を

通学路点検の
下校しながら

帽子、水筒

２２０人（大

成果】 
児童は、通学
通学路点検を
を高めること

数に制限はあり

線の中に記載し

目から選択し、記

目から１つ選択

8/17 

】※3 

催の通学路点

、７月８日

校区 

等の区分：国
    糸
    保

ける危険箇所
を通して、防

のやり方を確
ら、通学路の

大和川小学校

学路における
を通して、児
とができた。

りません。また、

し、改ページ等

記入してください

し、記入してくだ

 

点検 

（火） 

国土交通省
糸魚川市役所
保護者、区長

所について考
防災に対する

確認する。
の危険箇所を

校の児童、保

る危険箇所を
児童は、防災

 

、1 つのプログ

等は適宜挿入し

い。（複数選択可

ださい。 

高田河川国
所、 
長 

考える。 
る意識を高め

を点検をする

保護者、区長

を知ることが
災に対する意

ラムの記載ペー

てください。  

可） 

(Ver.20

国道事務所 

める。 

る。 

長、講師） 

ができた。 
意識（危険察知

ージ数、各項目

100331) 

 

知能力）

目の字数等



（様式 1

【実践

タイト

実施月

実施場

担当者

所要時

「コマ

プログ

カテ

活動目

達成目

実践方

（箇条

または

準備、

・人材

・道具

参加人

経費の

成果と

成果物

※3 本報

の制

※4 別紙

※5 別紙

 

12-1）最終報

践プログラ

トル 

月日（曜日

場所 

者または講

時間または 

マ数×単位

グラムの 

テゴリ、形

目的※5 

目標 

方法・進め

条書き 

はフロー） 

使用した

材 

具、材料等 

人数 

の総額・内訳

と課題 

物 

報告書に掲載す

制限はありませ

紙「記入上の留意

紙「記入上の留意

報告書  

ラム番号

地震

） １

大和
桜ケ

師 担当

時間」 
１時

式※4 
１、

４ 

○地
が

方 
○地
○第
○第
○校
○学

もの 
・学
・児

児童

訳概要  

【成
○児

す
○児

が
 
 

 

するプログラム数

ん。ただし、枠線

意点」の３．項目

意点」の４．項目

 

： ７ 】

震による津波

１月６日（木

和川小学校グ
ケ丘公園忠魂

当者・講師等

時間 

、１６ 

地震による津
ができる。

地震発生（放
第１避難（グ
第２避難（桜
校長の講話
学校へ戻る

学級旗 
児童名簿 

童１８５人、

成果】 
児童は、地震
することがで
児童は、ペア
ができた。

数に制限はあり

線の中に記載し

目から選択し、記

目から１つ選択

9/17 

】※3 

波を想定した

木） 

グラウンド
魂碑（高台）

等の区分：学

津波発生時の

放送をしっか
グラウンドに
桜ケ丘公園忠

、区長 

震による津波
できた。 
ア学年の児童

りません。また、

し、改ページ等

記入してください

し、記入してくだ

 

た避難訓練

 

学校職員 

の避難方法を

かり聞く）
に集合） 
忠魂碑へ移動

波発生時の避

童同士で協力

、1 つのプログ

等は適宜挿入し

い。（複数選択可

ださい。 

を理解し、安

動） 

避難方法を理

力し合い、安

ラムの記載ペー

てください。  

可） 

(Ver.20

安全に避難す

理解し、安全

安全に避難す

ージ数、各項目

100331) 

 

すること

全に避難

すること

目の字数等



（様式 1

【実践

タイト

実施月

実施場

担当者

所要時

「コマ

プログ

カテ

活動目

達成目

実践方

（箇条

または

準備、

・人材

・道具

参加人

経費の

成果と

成果物

※3 本報

の制

※4 別紙

※5 別紙

12-1）最終報

践プログラ

トル 

月日（曜日

場所 

者または講

時間または 

マ数×単位

グラムの 

テゴリ、形

目的※5 

目標 

方法・進め

条書き 

はフロー） 

使用した

材 

具、材料等 

人数 

の総額・内訳

と課題 

物 

報告書に掲載す

制限はありませ

紙「記入上の留意

紙「記入上の留意

報告書  

ラム番号

炊き

） １

大和

師 担当

時間」 
３時

式※4 
１、

７ 

○炊
○縦

方 

○縦
○か
○鍋
○調
○ご
○豚
○火
○会
○後

もの 

・か
 鍋

ス
・簡
・米
・玉
・お
・焚

児童

訳概要 ２

【成
○炊
○縦

み
○炊

 

するプログラム数

ん。ただし、枠線

意点」の３．項目

意点」の４．項目

 

： ８ 】

き出し体験活

１月６日（木

和川小学校グ

当者・講師等

時間 

、１３、１６

炊出し活動を
縦割り班での

縦割り班ごと
かまどの火起
鍋の水を準備
調理材料を運
ご飯を炊く。
豚汁を作る。
火の管理をす
会食をする。
後片付け 

かまど２４、
鍋２４、さい
スポンジ、タ
簡易炊飯袋２
米、肉、豆腐
玉ねぎ、人参
お椀２つ、箸
焚き付け用牛

童１８５人、

６,８２５円

成果】 
炊出し活動を
縦割り班での
みられた。
炊飯体験によ

数に制限はあり

線の中に記載し

目から選択し、記

目から１つ選択

10/17 

】※3 

活動 

木） 

グラウンド

等の区分：学

６ 

を行い、防災
の協力を通し

とに、グラウ
起こし、薪を
備する。 
運ぶ。 

 
 

する。 
 

、薪、うちわ
いばし１２、
タワシ、 
２３０枚 
腐、みそ…２
参、じゃがい
箸、ふきん、
牛乳パック

、区長４人

円 

を行った結果
の活動中に、

より、児童は

りません。また、

し、改ページ等

記入してください

し、記入してくだ

 

学校職員 

災についての
して、仲間を

ウンドに集合
を運ぶ 

わ１２、トン
おたま１２

２３０人分
いも…各自家

敷物、水筒

果、児童の防
児童の「仲

は生活力を向

、1 つのプログ

等は適宜挿入し

い。（複数選択可

ださい。 

の意識を高め
を思いやる心

合 

ング１２、チ
２、金ざる１

家から自分で
筒、軍手 

防災意識が高
仲間を思いや

向上させた。

ラムの記載ペー

てください。  

可） 

(Ver.20

める。 
心を育てる。

チャッカマン
１２、クレン

で切って持っ

高まった。 
やる行動」が

 

ージ数、各項目

100331) 

 

 

ン、 
ンザー、

ってくる

が随所に

目の字数等



（様式 1

【実践

タイト

実施月

実施場

担当者

所要時

「コマ

プログ

カテ

活動目

達成目

実践方

（箇条

または

準備、

・人材

・道具

参加人

経費の

成果と

成果物

※3 本報

の制

※4 別紙

※5 別紙

12-1）最終報

践プログラ

トル 

月日（曜日

場所 

者または講

時間または 

マ数×単位

グラムの 

テゴリ、形

目的※5 

目標 

方法・進め

条書き 

はフロー） 

使用した

材 

具、材料等 

人数 

の総額・内訳

と課題 

物 

報告書に掲載す

制限はありませ

紙「記入上の留意

紙「記入上の留意

報告書  

ラム番号

縦割

） １

大和

師 担当

時間」 
１時

式※4 
１ 

１ 

○縦
に

○友
○高

方 
○開
○ク
 
 
○閉

もの ・防
・解
・風
・賞

児童

訳概要  

【成
○児
○仲
○高
○ク
 
 
 

 

するプログラム数

ん。ただし、枠線

意点」の３．項目

意点」の４．項目

 

： ９ 】

割り班対抗

１月１９日

和川小学校

当者・講師等

時間 

縦割り班で協
についての意
友達を思いや
高学年児童の

開会式 
クイズラリー
・防災に関す
・人間知恵の
閉会式 

防災クイズ１
解答用紙 
風船 
賞状 

童１８５人

成果】 
児童の防災の
仲間を思いや
高学年児童が
クイズを解く

数に制限はあり

線の中に記載し

目から選択し、記

目から１つ選択

11/17 

】※3 

防災クイズ

（水） 

体育館及び

等の区分：学

協力しながら
意識を高める
やる心を育て
のリーダーの

ー 
するクイズを
の輪、風船バ

１１問 

の意識が高ま
やる姿が随所
がリーダーシ
く活動を通し

りません。また、

し、改ページ等

記入してください

し、記入してくだ

 

ズラリー 

び各教室 

学校職員 

らクイズラリ
る。 
てる。 
の育成を図る

を協力して解
バレーをする

まった。 
所に見られた
シップを発揮
して、児童の

、1 つのプログ

等は適宜挿入し

い。（複数選択可

ださい。 

リーをするこ

る。 

解く。 
る。できたら

た。 
揮する場面が
の防災知識が

ラムの記載ペー

てください。  

可） 

(Ver.20

ことを通して

ら得点。 

が多々見られ
が深まった。

ージ数、各項目

100331) 

 

て、防災

れた。 
 

目の字数等



（様式 1

４．苦

プラン

と調整

苦労し

工夫し

準備活

苦労し

工夫し

実践に

当たっ

苦労し

工夫し

12-1）最終報

苦労した点

ンの立案 

整で 

した点 

した点 

○

○

△

△

活動で 

した点 

した点 

△

△

△

に 

って 

した点 

した点 

○

△

 

報告書  

点・工夫

○校内組織の

践にかかわ

とができた

○「児童の共

進める中で

災教育の活

児童に効果

△「防災教育

情報収集で

に大変時間

△教職員の共

△「防災教育

ある。 

△一部の職員

割分担の見

△他団体と協

場や考え方

こと）が大

○「児童に日

間を通して

△「校内の他

かず、防災

習や行事に

要がある。

 

した点 

の「企画運営

わる検討事項

た。 

共生の心の耕

で、教職員が

活動」と「児

果的に防災意

育に関する実

で、前例に当

間が割かれる

共通認識を深

育を行うため

員に計画・準

見直しが必要

協力・連携し

方が違うので

大変であった

日常的に、防

ての取組）」

他の行事との

災教育の学習

に偏りが出な

。 

12/17 

営委員会」の

項、実施後の

耕し」にかか

が常に意識を

児童会活動、

意識と行動力

実践例」が、

当たることが

る。 

深め合う時間

めの経費」を

準備の負担が

要である。

して活動を展

で、準備日程

た。 

防災意識をも

に力を注い

の調整」「他

習・行事が７

ないように、

 

の場で、防災

の反省・改善

かわっては、

をして、児童

縦割り班活

力を身に付け

まだまだ少

ができない。

間の確保が難

をどこから捻

が集中してし

展開する際、

程や当日日程

もってほしい

だ。日常的に

他の関係団体

７月と１１月

防災教育の

災教育やチャ

善について、

糸魚川世界

童の指導に当

活動」をリン

けさせること

少ないので、

そのため、

難しかった。

捻出していく

しまった。校

防災教育に

程を調整する

い」と願い、「

に児童の防災

体との調整」

月に偏ってし

の活動を精選

(Ver.20

ャレンジプラ

十分に話し

界ジオパーク

たった。また

ンクさせたこ

とができた。

講師の選定

実践の計画

 

かが今後の

校内の組織体

に関しての各

ること（すり

「日常防災活

災意識が高ま

などが、上

しまった。今

選・調整して

100331) 

 

ンの実

合うこ

学習を

た、「防

ことで、

 

定などの

画や準備

課題で

体制、役

々の立

合せる

活動（年

まった。

手く行

今後、学

いく必



（様式 1

５．他

協力・

学校・

同窓会

保護者

ＰＴＡ

地域組

国・地

公共施

企業・

産業関

ボラン

ＮＰＯ

等 

職業、

学術組

12-1）最終報

他の団体、

連携先の分

教育関係

会組織 

者・ 

Ａの組織 

組織 

地方公共団体

施設 

 

関連の組合

ンティア団体

Ｏ法人・ＮＧ

職能団体

組織、学会

報告書  

地域との

分類

・ 

 

○大和

○大和
 
 
 
 
○大和

体・

○糸魚
 
 
 
 
 
 
 
○糸魚
 
 
○国
○県地
○糸魚
 

等 

 

体・

ＧＯ

 

・ 

等 

 

 

の連携 

団体

和川小学校

和川振興協議

和川地域消防

魚川市消防本

魚川市役所

土交通省 
地域振興局
魚川警察署
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体名、組織

PTA 

議会 

防団 

本部 

 

名 協力

 

○「防
り入
施 

○「地
 施 
○「子

実施
 
○「規

○「高
○「地

講師
○「防

職員
○「火

「煙
 
○「市

参加
 
○「通
 

 

 

 

(Ver.20

力・連携の内

防災教育の要
入れた運動会

地域防災会議

子どもキャン
施 

規律訓練」披

高所救助訓練
地震体験車体
師 
防災教育研修
員）」の講師 
火災対応避難
煙体験」の講

市総合防災訓
加 

通学路点検」

100331) 

 

内容 

素を取
会」の実

議」の実

プ」の

披露 

練」披露
体験」の

修会（教

難訓練」
講師 

練」に

に協力



（様式 1

６．成

成果と

得たこ

全体の

感想・

今後の

継続予

12-1）最終報

成果と課題

として 

こと 

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

 

の反省・

課題 

○

 

の 

予定 

○

○

○

報告書  

題（実践

○長野県北部

が対応する

○「糸魚川世

まれるとい

みと災害）

ることがで

○各学年（学

クで学ぶ、

っている。

○様々な「

○様々な「日

全に避難す

○共生（自然

その結果、

ようになっ

○児童の生活

○保護者から

○「防災教育

者が協力し

○学校、家庭

○学校、家庭

○三者（学校

害を想定し

「防災への

○2013年度、

災教育に対

携したこと

○今後も、「

「いつでも

なの命はみ

○糸魚川世界

 

したプラ

部地震（11 月

ることができ

世界ジオパー

いう位置づけ

）を関係付け

できた。 

学級担任）が

、ふるさと大

。 

日常防災活動

日常防災活動

するための知

然との共生、

、児童は、自

ってきた。

活経験の幅が

らも「子ども

育を学校・保

して、防災教

庭、地域、関

庭、地域の防

校、保護者、

したとき、三

の温度差が小

、2014年度と

対し、教職員

とで様々な成

「日常防災の

も、どこでも

みんなで守る

界ジオパーク

14/17 

ン全般に

月 22 日 22:

きた。 

ーク学習（ふ

けをした。そ

けて考え、自

が創意工夫し

大好き学習」

動」を実践し

動」や「防災行

知識、感覚、

人との共生

自然を受け止

が広がり、生

もの生活力が

保護者・地域

教育を進める

関係機関の連携

防災への意識が

地域）の連

三者は、さら

小さい」関係

と2年間、防

員、児童、保

成果を得た。

の取組」と「

も、防災の術

る子ども」を

ク学習のさら

 

について）

08 頃、震度

ふるさと学習

それにより、児

自然との共生

し、年間を通

を展開した

したことで、

行事活動」を

判断力、行

生）を大切に

止め、仲間同

生活力が向上

が向上した」

域の三者で考

る連携体制が

携が確立され

が高まった。

連携体制が整

らに「互いの

係を築いてい

防災教育チャ

保護者、地域

 

学校・保護者

術を活用し、

を育成してい

らなる充実を

 

4）発生の際

習）」の中に

児童は自然環

生の生き方に

通して、「糸

た。地域に愛

児童の防災

を実践したこ

行動力」が、

して、防災教

同士で協力し

上している。

という声が

考える機会」

ができた。 

れた。 

 

整ってきた。

顔が分かる」

いかなければ

レンジプラン

域住民が本気

者・地域の連

自分の命は

いく。 

を図っていく

(Ver.20

際、60%以上

に「防災教育

環境のもつ両

について認識

糸魚川世界ジ

愛着をもつ児

災意識が高ま

ことで、児童

身に付いて

教育を進めて

し合い、助け

 

が聞かれた。

を設けてき

しかし、実

」「気心が通

ばならない。

ンに参加した

気になって考

連携」を大切

は自分で守る

く。 

100331) 

 

の家庭

育」が含

両面（恵

を深め

オパー

童が育

まった。

童に「安

てきた。

てきた。

合える

 

た。三

実際の災

通じる」

 

た。防

考え、連

切にし、

、みん



（様式 1

７．自

※6 自由

頁までの

学校の

 

「

12-1）最終報

自由記述欄

由記述欄は、防

の記述に不足し

糸

目の前にあ

親子で、地域

 

糸魚川コシ

報告書  

欄 ※6 

災教育の実践

した事項、参考

糸魚川世界

「大自然に

る「大和川海

域の「里山」

ヒカリ」を栽

 

で得られた知見

考資料、写真等を

界ジオパーク

に浸り、自然

海岸」を清掃

」で学習  

栽培、収穫

15/17 

見、防災教育の

を自由にご記入

ク学習（ふ

然や人々か

   

掃     

   

    

  

    地

 

の普及に関わる

入ください。なお

ふるさと大好

から学ぶ子ど

「大和川野

「県立海洋高

地域を流れる

る提案等を盛り

お、３ページ以内

好き学習）

どもたち」

野菜」を収穫

高校の実習船

る「前川」で

(Ver.20

り込んでください

内厳守でお願い

 

 

穫、調理 

船」を体験 

で生き物探し

（自由記述： 

100331) 

 

い。また、前

いします。 

  

 

 

し 

１／３） 



（様式 1

地震体験

  

 

地

  「

 

 

12-1）最終報

「自分の

験車で「中越

震による津波

ペア学年で協

縦割り班対抗

「防災に関す

報告書  

防災を

命は自分で

越地震、中越

波を想定した

協力して高台

抗 防災クイ

するクイズを

 

を仲間とと

で守る」「み

越沖地震」を体

た避難訓練

台へ避難」

イズラリー

を出題」  

16/17 

ともに学ぶ

みんなの命

  

体験  異学

  

     

     

   

     

     

 

（自立と共

はみんなで

学年集団（

    炊

「火を起こ

  月１回

「知恵を出

共生） 

で守る」子

縦割り班）

炊き出し訓練

こし、ご飯、

回の「縦割り

出し合い、課

(Ver.20

子どもたち 

で交流給食

練 

豚汁作り」

り班遊び」 

課題を克服」

（自由記述： 

100331) 

 

 

食 

 

 

 

 

２／３） 



（様式 1

児童、

   

「

「国土

12-1）最終報

地

「防災

防災教育

保護者、地域

 

地域

糸魚川市総合

合同通

交通省、県

報告書  

地域に広が

災教育で、

を取り入れた

域住民による

域防災会議 

合防災訓練打

通学路点検 

、市、警察、

 

がる防災教育

つながる」

た運動会  

る「バケツリ

     

打ち合わせ」

     

、地域が連携

17/17 

育（学校と

」学校、子

 

  

     

リレー」 

     

     

」     

   

     

携」    

 

と地域が情報

子ども、保護

 

 地域消防

 糸魚川市

「洪水・土

   普通

「学校、保

報を共有）

護者、地域

防団による「

市総合防災訓

土砂災害」対

通救命法講習

保護者、地域

(Ver.20

 

域住民 

「規律訓練」

訓練に参加 

対応避難訓練

習会 

域が連携」 

（自由記述

100331) 

 

披露 

 

練 

 

述： ３／３） 


